
河
北
潟
だ
よ
り

潟
端
南
排
水
機
場
建
設
工
事
に
着
手

潟
端
南
排
水
機
場
は
、
河
北
潟
沿
岸
部
の
二
日
市
川
下
流
部
周
辺

域
の
排
水
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
機
場
は
、
築
造
後
39
年
を
経

過
し
、
老
朽
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
地
盤
沈
下
等
に
よ
り
機
能

が
低
下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
集
中
豪
雨
が
頻
繁
に
発
生
す

る
な
ど
降
雨
量
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
周
辺
地
域
の
都
市

化
の
進
展
（
農
地
の
減
少
）
に
よ
り
、
排
水
の
流
出
形
態
が
変
化
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
洪
水
時
に
は
農
地
や
宅
地
等
に
お
い

て
湛
水
被
害
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
た
め
、
潟
端
南
排
水
機
場
の
排
水
量
を
大
幅
に
増
強
し
、
排

水
機
能
を
回
復
さ
せ
て
、
湛
水
被
害
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

令
和
３
年
６
月
よ
り
、
現
在
の
機
場
の
南
西
側
に
新
た
な
機
場
を

新
設
し
、
現
施
設
は
撤
去
す
る
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。
工
事
費
は
約
９
億
円
、
施
工
業
者
は
（
株
）
鉄
建
建
設
に
よ
り
、

令
和
７
年
度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

安
全
第
一
で
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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潟端南排水機場調査地点で
の捕獲個体（R3.8.4撮影）

特
定
外
来
生
物
（（カ
ダ
ヤ
シ
）を
河
北
潟
周
辺
で
初
確
認

当
国
営
事
業
で
は
、
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
す
る
た
め
、
「
環
境
配

慮
計
画
」
（
平
成
30

年
3

月
策
定
）
に
基
づ
き
、
環
境
調
査
を
実
施

し
て
現
況
を
把
握
し
つ
つ
環
境
配
慮
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
3

年
度
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
業
務
で
、
8

月
4

日
に

実
施
し
た
の
夏
季
調
査
で
、
潟
端
南
排
水
機
場
（
金
沢
市
利
屋
町
）
に

流
入
す
る
幹
線
排
水
路
内
に
お
い
て
、
特
定
外
来
生
物
の
カ
ダ
ヤ
シ
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
陸
管
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
福
井
県
及
び
石
川
県
南
部
の
加
賀
市
内

で
の
み
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
調
査
で
カ
ダ
ヤ
シ
が

2

個
体
（
幼
魚
・
成
魚
各
1

匹
）
が
見
つ
か
り
、
河
北
潟
周
辺
で
は

初
確
認
と
な
り
ま
し
た
。
冬
の
低
水
温
や
濁
水
に
強
く
、
卵
胎
生
の
た

め
特
別
な
産
卵
場
所
を
必
要
と
し
な
い
カ
ダ
ヤ
シ
で
す
が
、
そ
の
生
命

力
の
強
さ
に
よ
っ
て
、
在
来
種
の
メ
ダ
カ
が
競
合
に
敗
れ
、
姿
を
消
し

て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
ま
ま
分
布
域
が
拡
大
す

る
と
、
各
地
の
生
態
系
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

河
北
潟
周
辺
地
域
の
生
態
系
保
全
の
た
め
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
の
保
全

や
、
カ
ダ
ヤ
シ
の
生
息
範
囲
把
握
と
駆
除
が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
、
9

月
に
石
川
県
生
活
環
境
部
自
然
環
境
課
、
及
び
農
林
水
産
部
水
産
課
に

情
報
提
供
し
、
検
討
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

当
事
業
所
と
し
て
は
、
調
査
時
に
捕
獲
し
た
個
体
の
確
実
な
駆
除
を

行
う
と
と
も
に
、
今
後
作
成
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
の
中
で
、
当
事

業
に
よ
る
可
能
な
範
囲
で
の
駆
除
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

現在の機場
（排水量2.8m3/s）

新機場（イメージ）
令和７年度完成予定
（排水量9.7m3/s）

幹
線
排
水
路
工
事
を
実
施
中

令
和
２
年
度
か
ら
、
内
灘
排
水
機
場
に
流
入
す
る
干
拓
地
内
の
幹

線
排
水
路
改
修
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
内
灘
排
水
機
場
の
能
力
増

強
に
伴
い
、
流
下
断
面
が
不
足
す
る
区
間
に
つ
い
て
断
面
拡
幅
等
に

よ
り
排
水
能
力
の
増
強
を
図
る
も
の
で
す
。

昨
年
度
は
、
施
工
延
長

を
実
施
し
、
引
き
続
き
今
年
度
は

を
施
工
中
で
す
。

第２号

【
カ
ダ
ヤ
シ
と
は
】

カ
ダ
ヤ
シ
は
、
北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、
日
本

へ
は
大
正
時
代
に
台
湾
島
経
由
で
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
分
布
域
は
昭
和
45

年
頃
ま
で
は
比
較
的

限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
蚊
の
幼
虫
退
治
の
た

め
東
京
か
ら
徳
島
へ
移
植
さ
れ
、
徳
島
で
増
え

た
も
の
が
日
本
の
各
地
へ
放
流
さ
れ
て
広
が
り

ま
し
た
。
平
成
21

年
度
時
点
で
、
徳
島
県
か
ら

沖
縄
県
に
か
け
て
各
地
に
分
布
し
、
「
世
界
の

侵
略
的
外
来
種
ワ
ー
ス
ト

」
、
「
日
本
侵
略

的
外
来
種

」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ダ
ヤ
シ
は
、
見
た
目
が
在
来
種
の
メ
ダ
カ
に
似
て
は
い
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
特
徴
で
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
尾
ビ
レ
が
丸
み
の
あ
る
う
ち
わ
状
（
メ
ダ
カ
は
角
ば
っ
て
い
る
）

・
尻
ビ
レ
が
小
さ
く
基
底
部
が
狭
い
（
メ
ダ
カ
は
大
き
く
広
い
）

・
メ
ダ
カ
は
目
の
上
部
に
青
い
光
沢
が
あ
る
（
カ
ダ
ヤ
シ
に
は
な
い
）

・
メ
ダ
カ
は
頭
部
か
ら
背
中
に
か
け
て
黒
い
線
が
あ
る
（
カ
ダ
ヤ
シ
に
は

な
い
）

ま
た
、
カ
ダ
ヤ
シ
は
卵
胎
生
で
あ
り
、
交
尾
に
よ
る
体
内
受
精
の
後
、

直
接
仔
魚
（
百
～
三
百
匹
程
度
）
を
生
み
ま
す
。
成
熟
は
早
く
、
5

月

に
生
ま
れ
た
個
体
が
そ
の
年
の
う
ち
に
産
仔
し
ま
す
。

令和２年度完成
（排水量25.6m3/s）

改修前
（排水量17.7m3/s）

潟端南排水機場

幹線排水路
幹線排水路の護岸工事

（ブロックマット据付状況）

130
ｍ

314
ｍ

100

100



河北潟幹線排水路

河北潟周辺地区 計画平面図

＜事業の概要＞
受益面積：3,145ha（水田1,948ha，畑1,197ha）
関係市町：金沢市，かほく市，河北郡津幡町及び内灘町
予定工期：令和元年度～令和13年度（13ヵ年）
事業費 ：390億円
主要工事：防潮水門１箇所，排水機場９箇所，幹線排水路3.2km，水管理施設一式

※その他関連事業により，排水機場４箇所を改修予定


